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第１２回京都府地域年金事業運営調整会議 議事録 

 

開催日時：令和７年２月２７日（木） 午後２時 0０分から午後４時 0０分まで 

開催場所：京都商工会議所 会議室 

出 席 者： 

【委員長】 

須原 洋次（龍谷大学文学部 教授） 

【副委員長】 

前田 誠 （一般財団法人京都府社会保険協会 常務理事） 

【委員】 

奥  浩平（厚生労働省近畿厚生局 年金調整課長補佐） 

大万 良子（京都府社会保険労務士会 副会長） 

坪井 聡 （京都市教育委員会指導部 参与） 

中村 義勝（京都府教育庁指導部 学校教育課長） 

橋本 圭介（京都市保健福祉局生活福祉部 保険年金課長） 

守殿 俊二（全国健康保険協会 京都支部長） 

（敬称略：五十音順） 

 

【日本年金機構】 

本部 近畿地域第二部  水川運営グループ長 

上京年金事務所    城下所長 

中京年金事務所    木村所長 

下京年金事務所    竹本所長 

京都南年金事務所   服部所長 

京都西年金事務所   杉本所長 

舞鶴年金事務所    吉田所長 

京都南年金事務所   白崎副所長 

山内副所長 

三宮年金事務所    三輪地域調整課長 

下京年金事務所    伊藤 

 

本日の議事 

１．開会 

  事務局（白崎副所長）：開会宣言 

２．開会の挨拶 
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  京都南年金事務所 服部所長 挨拶 

３．資料確認 

  事務局（白崎副所長） 

４．委員等紹介 

  事務局（白崎副所長） 

５．議事 

委員長 

大変限られた時間ですが、ご出席の各委員の皆さまにはそれぞれのお立場で様々な

課題とご指摘をいただければと思いますので、ご協力をよろしくお願いします。 

では事務局より本日の委員出席状況について報告してください。 

 

事務局（白崎副所長） 

本日の委員出席状況について報告いたします。京都府地域年金事業運営調整会議設

置要綱第５条第 2 項に「委員の半数以上の出席により会議が成立する。」と規定され

ております。本日は委員定数 8 名に対し、出席委員は８名であり、過半数の出席があ

りますので、本会議が有効に成立していることを報告いたします。 

   

議事（１）地域年金展開事業の概要および議事（2）令和６年度事業実施中間

報告について 

 

須原委員長 

事務局説明後、質問・意見を受ける形で進行する旨説明。 

 

事務局（杉本所長） 

資料により「地域年金展開事業の概要」「令和６年度事業実施中間報告」について説明。 

 

須原委員長 

 ありがとうございました。ただいまの事務局の説明につきまして、何か質問、意見等ご

ざいませんでしょうか。ございましたら挙手をお願いいたします。 

 

大万委員 

 ただいま説明を聞いておりまして、前年度この会議で皆様からのご意見を出していた

だいたことに対して、真摯に取り組んでいただいて、それがもう実績に繋がっているとい

うことで、大変興味深くお話を聞かせていただきました。すごいなと思うのが、セミナー

の回数であるとか、学校の方もぐんっと増えていますし、エッセイの方についても人数的

にというと多くはないですが、1.5倍以上というところになって、また来年にも繋げてい



 

3 

っていらっしゃるというのがすごいなと感じました。また私が感じているのは、年金機構

様の取組でもそうですが、世間一般的にもネットを繋げた形の取組というのがすごく多

くなっています。ただ、じゃあ色んな事がネットでできますよ、便利になりましたよとい

うふうに言われても、中々それに対応しきれないという方々が一定数いらっしゃると思

いますので、そういった意味では、税務署と取り組んでいらっしゃることはすごく効果的

だなと思うとともに、その他の手続き、年金の裁定請求であるとか、年金受給者の方の届

出関係のネット申請についても、実際に対面で色々と相談して安心していだけるという

ような取組も色々あると思いますので、大変だと思うのですが、そういうことをしていた

だけると私自身も大変助かるなというふうに思っております。以上でございます。 

 

須原委員長 

 ありがとうございます。事務局の方から何かございますでしょうか。 

 

事務局（服部所長） 

 最後におっしゃった、ネットで便利になったというだけではなくて、確かにおっしゃる

とおり人とのコミュニケーション、相談の中で理解を深めていただくことがありますの

で、お客様とのチャンネルはこれからも維持しつつ、サービスも進めながらネットも進め

ていきたいと思います。大変、手前味噌な話ですけども、やはり電子、オンラインで届出

をしていただくことによって、オンライン上で審査を速やかにできる仕組みも構築して

おりますので、そういう意味で私どもの人件費なりというところへも大きく貢献してい

るところが実はありますので、これは両輪で今後も進めていくのだろうなというように

考えております。 

 

須原委員長 

 他、いかかでしょうか。 

 

坪井委員 

 まず 8 頁にあります地域年金事業の取組内容で税務署の合同確定申告会場へ職員さん

を派遣された件につきまして、実は私、同い年の同僚が 5人います。その内の 2 名がこ

の西陣織会館に 2 月 17 日の初日にまいりまして、税務署職員に指導していただいて確

定申告を済ませた会場で、一緒にねんきんネットもやってきたという話を聞きまして、

「だったらもうすぐしたらハガキがこないようになるよ。」と言ったら、それで良いと言

って話をしていたことが、こうやって今年度初めて取り組まれたことが私の同僚にも、そ

のような機会を与えていただいたのだなということで感心をしているところでございま

す。また先ほどの杉本所長様のお話の中で、学校教育機関に沢山働きかけていただき、京

都市立の小学校 2 校にもセミナーをやっていただいて、本当にありがたいなと思ってお
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りますし、コロナ禍におけるセミナーの回数やエッセイの応募数のことについては、一昨

年、昨年と教育の立場から申し上げてまいりましたけど、年金事務所の職員の皆さん、所

長様はじめ皆様がこうやって教育関係の組織に働きかけていただいて、生徒・学生だけで

なく、児童にまでこのように年金セミナーを開いていただいて、授業を展開していただけ

ることに大変ありがたいなと思っております。どうぞ今後とも、よろしくお願いしたいと

いうふうに思っております。実は昨年、一昨年とも、私、課長の代理として出席をさせて

いただきました折に、色々好き勝手なことばっかり述べさせていただいたのですけども、

実はこれが現在、京都市の中学校 3 年生が使用しております社会科・公民的分野の教科

書でございます。この中で、年金について触れられている箇所が 3 か所ございます。1つ

は、社会保障の仕組みという、社会保障制度の中で社会保険、公的扶助、社会福祉、公衆

衛生の 4 つの柱からなっていて、その中で中心になっているのが社会保険であると、そ

の社会保険には医療保険、年金保険、労災、雇用、介護がありますよというような文章表

記とともに、年金のことについて、これだけ少子高齢社会における福祉の充実と財源とい

う単元で、少子高齢社会の中で、特に年金が重要になってくるということで、私が現職で

教壇に立っていた時代にはなかった公的年金制度の仕組みというのを図示されておりま

す。これは 20 年ぐらい前までの教科書にはなかったことだというふうに思っておりま

す。それから、もう一つ年金の仕組みについて知ろうということで、168 頁から 9 頁、

大きく見開きで 2 頁、年金だけに絞って一つの授業を展開できるような、教科書の仕組

みになっております。この中でとりわけ取り上げられているのが、年金ってどんな仕組み

なのかということはもとより、学生納付特例制度、世代間扶養方式、そして今後の年金に

ついてのモデルになる男の子の将来を年金に絡める。このような教科書の配置になって

おりまして、この教科書は今年度限りでございまして、この 4 月から次年度になります

と、新しい教科書に変わります。教科書の会社は、京都市の場合は一緒なのですけれども、

内容を比べましても殆ど変わらずに年金について、中学校 3 年生用に授業を展開すると

いうことでございます。また、昨年度も申し上げました大万先生がおられます、京都府社

会保険労務士会と京都市教育委員会との連携授業が今年度はなお一層進みまして、1 年

間で 9 の小中学校で講座を開いていただきました。そんな中で、中学校 3年生に対して

の授業で「働く前に知っておきたいこと」と題しまして、社労士先生と中学校の教員のコ

ラボで授業をしていただいております。その中のテーマとして、働き方には様々な働き方

があることと、社会保険について考え、自分の将来について考えることができるという目

標を置いて、授業を 9 校で展開していただいております。その中で、沢山の社会保険労

務士先生に学校に来ていただいて、沢山の御子たちが働き方、そして社会保険について勉

強する機会を設けております。とりわけその中で、人生が誕生から結婚・就職、そして最

後老齢になって死を迎えるまでの間の特に人生の後半の部分の年金についても、社労士

先生から詳しくお話を聞かせていただいているところでございます。一応ご案内だけさ

せていただきます。 
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守殿委員 

 私の方から年金委員さんの活動についてということで、委嘱の方も、数が増えていると

いう発表もございましたし、この度は、表彰式等々を合同で様々な機会を頂戴いたしまし

てありがとうございます。この場で御礼申し上げます。私どもも健康保険委員という形で

制度を持っておりますし、社会保険協会さんの方も会員組織という形で、以前も申し上げ

ましたけど、京都府の方は社会保険委員の制度が廃止をされていますので、それぞれの立

場で委員委嘱をして事業所の中でご活躍をいただいているということなのですが、委嘱

もできたら一体的なものもできないだろうかということも、かねがね考えているのです

が、社会保険という大きなくくりの中で事業所さんの方に、何かお願いをするというよう

なことも一つ、これから私の方も考えていきたいなというふうに思っております。それか

ら先日の表彰式の時も被表彰者の皆さんとお話していた時に他の会社の方ともっと情報

交換をしたいと、同じ健康保険委員同士、年金委員同士というようなお話も多々いただい

ておりますし、これも健康保険委員の話になるのですけど、委員さんが会社で日々どんな

活動をされていて、事業所がどのようにそれを活用されているのかということも、情報と

して知りたいというお話もありましたので、是非その年金委員さん自身が日常その会社

でどのようなことをして貢献されているとか、活躍されているとかいう形で、情報を展開

していただくと、また委嘱の方にも役立つのではないかなというふうに思いますので、そ

の 2 点お願いをしておきたいと思います。以上です。 

 

須原委員長 

 ありがとうございます。事務局の方からただいまのご意見いかかでしょうか。 

 

事務局（服部所長） 

おっしゃるとおり、委嘱数は圧倒的に健康保険委員の方が多いわけでございまして、追

いつけない状態ではあるのですけども、おっしゃるようにどんな形で活動されているの

かというのは、是非委員の皆さんに話を聞きながら情報展開していきたいなと思います。 

 

事務局（山内副所長） 

  では、ただ今から年金セミナーの実演をさせていただきます。先ほど、杉本の方から説

明がありましたけれども、日本年金機構では、毎年「年金セミナー・制度説明会王決定戦」

と称しまして、プレゼンテーション能力を競い合うことで、講師の育成を行っております。

今回は、下京年金事務所の伊藤から、年金セミナーの実演をさせていただきます。それで

はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局（伊藤） 
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≪年金セミナー実演≫ 

 

事務局（山内副所長） 

 今回の実演は 10 分ということでしたが、通常は大体 30 分から 50 分かけて、年金セ

ミナーを実施しております。今回は、10分間ということで、新社会人の方を対象とした

セミナーという設定にしておりますので、給料の話をさせてもらっていますが、中学校や

高校ではこういった話はしておりません。大学や専門学校では、こういった話もさせてい

ただきながら、20 歳からの年金についてセミナーを実施させていただいております。 

 

須原委員長 

 ありがとうございました。ビデオオンデマンドで拝聴かなと思ったら生で説明をして

いただきまして、大変わかりやすく思いました。うちも大学で実はやっていただいたのが

先月で、コロナの前、数年前に 1 回お世話になったときは、説明の方が緊張されていた

んですけども、今日といい、先月の方といい、非常にわかりやすい説明をしていただきま

した。学生にも、教員を目指す学生ですので、やはり説明とか、教えることの大切さをと

ても勉強させていただきました。ありがとうございました。 

  では引き続いて、6年度の実施中間報告に関わる説明、あるいは今のプレゼンテーショ

ンに関わるご質問等があれば、各委員の方から頂戴したいと思いますが、いかがでしょう

か。 

 

中村委員 

 ご説明とご発表、誠にありがとうございました。杉本所長様の説明も非常によく理解い

たしました。地域年金展開事業に幅広く取組をいただいておりますし、年々改善を加えら

れているということが非常によくわかりましたし、また伊藤様の発表も、非常にわかりや

すく、この話は私、大学生時代に聞いていれば、納付の特例申請（学生納付特例）を忘れ

て後から手続きする羽目にならなかったなというふうに反省しているところでございま

す。ありがとうございました。改めて感じましたのは、私、文科省から出向で来ているん

ですけども、年金制度をやはり我が国の社会保障制度の根幹であるわけでございますし、

そのことをやはり若年者がしっかりと理解するということは、本当に京都府の子どもた

ちがよりよい人生を築いていくうえで非常に重要なことであるなと再認識させていただ

きましたし、そういったところに向けて、様々の取組を進めていただいているなというこ

とを改めて理解したところでございます。先ほど坪井委員からもお話ございましたよう

に、各学校では、実際に教科書等で年金制度を学んでいくわけでございますけれども、京

都府内の場合は京都市さんを除けば、教科書は 5 つの採択地区がございまして、その採

択地区毎に採択をしているという状況でございまして、令和 7 年度の新しい教科書の採

択を見ますと、京都市さんとはまた異なる会社が、大体 2社ほど、府内の 5 つの地域で
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は、それぞれ 3 地区と 2地区で分かれて使われる予定でございます。ただいずれにしま

しても、年金制度については記載がございますので、子供たちは勉強していくのかなと思

っているところではございます。コメントとしてはそういったところでございまして、何

点か質問と言いますか、教えていただきたいなと思うことを申し上げさせていただきま

すと、私と年金エッセイの募集のところでございます。先ほどの資料で言いますと、9頁

のところでございますけれども、教育機関に募集をしていただいているということなの

ですけれども、例えば小中学校とか高校で言いますと、具体的にどういった形で募集依頼

の方をしていただいているのかということころと、課題のところでアプローチ時期と書

いていただいているんですけれども、具体的にどういった時期に、アプローチしていただ

いているのかなと教えていただければなというのが 1 点でございます。もう 1 点、13

頁以降にありました、年金セミナーのところでございますけれども、各市の教育委員会に

訪問して協力依頼をいただいたということで、おそらく京都市さんの方に訪問されてい

るのだと思うのですけれど、それ以外の府内市町の教育委員会への訪問の状況でありま

すとか、そういったところをもしわかれば教えていただきたいなと思います。以上 2点、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

事務局（山内副所長） 

  まず 1 点目の年金のエッセイについてですが、毎年、4 月に京都府の教育委員会と京

都市の教育委員会の方に訪問し、年金セミナーとエッセイの協力のお願いの依頼をさせ

てもらっています。その後、4 月の末から 5 月の始めにかけまして、各教育機関、特に

中学校と高校と大学、あと専門学校に、各事務所から京都府内の約 500校に文書でセミ

ナー開催の案内とエッセイ募集のお願いを発送しております。 

  2点目のアプローチでは、京都府の高校の校長会とか京都市の高校の校長会、京都府の

私学の中学・高校の校長会にお伺いさせてもらいまして、同様のお願いをさせてもらって

おります。また、宇治市の教育委員会にも協力依頼をしております。また、各事務所の方

でも管轄の教育委員会に訪問しております。 

 

 中村委員 

  ありがとうございました。非常によくわかりました。エッセイについても 4、5月に文

書で直接ということでしょうか。 

 

 事務局（山内副所長） 

  4 月 5 月には、まず、こういったエッセイ募集がありますという案内を送らせていた

だき、実際のエッセイの募集が 6 月以降になりますので、その時に、セミナーの開催の

依頼とエッセイの協力文書も一緒に入れさせてもらっています。 
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 中村委員 

  ありがとうございます。非常によくわかりました。少し思いましたのは、例えば京都市

さんであれば小中学校が直轄されていますけど、京都府下の京都市さん以外のところで

いきますと、中学校は市町が設置しておりますので、そういう意味でいうと、一方で学校

に直接送付すると、学校も大量に公的機関や民間企業からチラシ・パンフレット類が沢山

届くので、例えばそれぞれの市町の教育委員会を通じて事前にお知らせしていただいた

り、お声掛けしていただくと、これは大事なのだなというふうに認識されるということも

ございますので、既に宇治市の方には具体的に行かれているということでございますけ

れども、是非各事務所におかれてはそういった形で、市町の教育委員会にも学校にだけで

なく、一言言っていただくと非常に現場は見る目が変わるのかなと感じたところでござ

います。ありがとうございます。 

 

 須原委員長 

  ありがとうございます。京都府南北にかなり長いので、地域によってそのような計画も

あるかと思います。他いかがでしょうか。 

 

 守殿委員 

  先ほどの育成ということでセミナー・説明会王決定戦ということなのですが、新入職員

といいますか、全職員が対象で参加されているのでしょうか。どういった職員さんがされ

るのか、その辺の役割みたいなところも含めてお聞かせいただけたらと思います。 

 

 事務局（服部所長） 

  極力、年金セミナーは、学生さん、生徒さんに近い職員を派遣するという意味で、若い

方を中心にセミナーの講師を育成しています。ただ、そういった職員以外がやってはいけ

ないというルールはありませんので、私は出たことはないですけど、出ることは可能でご

ざいます。 

 

 須原委員長 

  先ほど広報で新聞の方に取り上げていただいております。前田副委員長様、ご紹介をい

ただけばと思います。 

 

 前田副委員長 

  これはですね、社会保険協会では広報誌を年6回偶数月に配布しておりますけれども、

それと合わせてホームページも作っております。京都新聞の方がホームページを見られ

て年金に関する研修会、講習会といいますか、それを実施している記事を見られまして、

私の方に年金について教えていただけませんか、という電話がありました。そこで杉本所
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長の方にお願いをして対応していただいたという経過でございます。 

 

 須原委員長 

  ありがとうございます。そういう場はタイムリーにというところなのですよね。毎年毎

年、同じような時期にあれば一番効果的かなというふうにも思いますけれども、とても広

報としては効果も高いですし、いい取り組みだなと思いました。他いかかでしょうか。 

 

 前田副委員長 

  協会の立場としての質問になるかと思いますが、先ほど言いましたように事務講習会

を協会の方で開催をさせていただいております。例えば年金に関する講習会をする時に、

伊藤さんを指名させていただくことは可能なのでしょうか。 

 

 事務局（竹本所長） 

  うちの下京年金事務所の職員でございますので、そういうご要望があれば是非出席さ

せていただきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 前田副委員長 

  ありがとうございます。またよろしくお願いいたします。 

 

議事（3）「令和７年度取組方針（案）」および議事（4）「令和７年度事業計

画（案）」について 

 

事務局（竹本所長） 

資料により「令和７年度取組方針（案）」・「令和７年度事業計画（案）」について説

明。 

 

須原委員長 

ありがとうございました。只今の取組方針及び事業計画（案）につきまして、ご意見、

ご質問等いただければと思います。いかがでしょうか。 

 

 中村委員 

  事業計画に関連してでございますけれども、エッセイの募集のところになります。先ほ

どの質問で申し上げたところと少し関連するんですけども、こちらのエッセイの募集に

取組むというところでございますけれども、今、エッセイを募集する時、例えば小中高校

を想定した時に基本的には各個人なり学校なりが直接、郵送か何かで提出しているよう

な形という理解でよろしかったでしょうか。 



 

10 

 

 事務局（山内副所長） 

  個人の方は基本的には郵送が多いですが、年金事務所にお持ちをいただいても問題あ

りません。学校の関係につきましては、年金事務所の方でお預かりさせてもらって、機構

本部に郵送する形としておりますが、直接学校から郵送いただいても結構です。 

 

 中村委員 

  よくわかりました。ありがとうございました。質問申し上げた趣旨としては、今、京都

府でも中学生対象の小論文のグランプリなどをやっているのですけれども、これも毎年

やっているのですが、昨年度に比べて今年度は、明らかに手書きじゃなくてパソコンで打

った、タブレットで打ったような、原稿というのが非常に増えておりまして、それは小中

学校の一人一台端末の環境が当たり前になっているからだとは思うのですけれども、そ

ういった意味で勿論、原稿用紙に書くような子もいると思うのですけど、パソコンで、打

つような子というのもかなり多くなっていると思いますので、そういった提出方法の在

り様というのも許容していただくと言いますか、先ほど原稿用紙を印刷してお渡しして

いる、これは素晴らしい取り組みだと思うのですけれども、それもありだし、電子もどん

どん出してくださいね、というような集め方というのを是非ご配慮いただけるといいの

かなと思いました。ありがとうございます。 

 

 須原委員長 

  同時に学校で作文というのは、税の作文があったり、北方領土の作文があったり、年金

とか、.沢山あって、ただ学校さんにとったら取組が辟易するところもあったりで、時期

とか考えたほうがいいかなということと、先ほど表彰で東京までっていう話があったの

ですけども、どこの府県もそういうことをされておられるのですかね。 

 

 事務局（山内副所長） 

  厚生労働大臣賞や日本年金機構理事長賞は、旅費をお支払いし、霞が関の厚生労働省に

お越しいただいて表彰しているということでございます。 

 

 須原委員長 

  税金なんかですと、ボールペンとかシャープペンシルとか色々景品をお配りされてい

るようなこともあったりして、何がいいのかまたご検討いただけたらというふうに思い

ます。他、皆さんいかがでしょうか。 

 

 守殿委員 

  年金制度説明会でオンラインサービスの説明会というふうに計画されているようなの
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ですが、こちらの方は各事業所さんにご案内をされるようなものなのか、年金委員さん向

けという意味合いなのかというところと、私どもの話で恐縮なのですが、令和 8 年から

届出の電子申請がようやく開始されることになりますので、この辺の届出の電子申請が

お互いが始まるという形で、その辺の実態的な広報とかご案内とかやり方っていうこと

もまたご相談させていただきたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  

事務局（服部所長） 

  先ほど守殿委員が仰った点については、年金委員さんのおられる事業所だけでなく、そ

れぞれの年金事務所管轄の事業所の皆さんに広く案内してまいりたいと考えており、年

金制度改正の説明会だけではなくて、電子申請やオンラインサービスといったカテゴリ

ーについても皆さんに説明していこうということでございます。 

 

 奥委員 

  今回年金セミナーの協力依頼をされておられるにあたって、京都府さんの方では依頼

するのに苦労されているとか、苦慮されている点はありますでしょうか。 

なぜこのようなご質問をするのかということなのですが、この地域年金事業運営調整

会議は、昨日、今日と、他府県でも同日開催されておりまして、その都合で、今日も昨日

も課長は他府県の会議に出席している関係で、私が代理出席という形になっているとこ

ろであり、昨日、私は兵庫県の会議に出席して参りました。その際に、Web で参加され

ていた年金事務所の所長様からお話があったのですが、お声が多かったのは、アプローチ

がなかなかしづらいというようなご意見と、開催に苦慮しているというお話でした。代理

で出席したのは兵庫県が初めてだったのですが、そういったお話があったものですので、

学校機関に開催を依頼すること自体、難しいことなのだと思ったのですが、今、お話をお

聞きしている限り、その辺りはうまく行っておられる印象を持ちました。これは、教育委

員会さんに関わっていただいていることが関係していることが理由だと感じているので

すが、実際のところ何かご苦労されている点はありますでしょうか。 

 

 事務局（山内副所長） 

  京都府におきましては、元々、学校の先生であった方が、年金推進員という形で３名活

動していただいております。元々、学校関係者ですので、京都府の教育委員会や京都市の

教育委員会とのパイプがあり、年金推進員の方たちを通じて、年金セミナーについて説明

をさせてもらっていますので、スムーズにいっている状況でございます。また、中学・高

校・大学につきましても、年金推進員に、学校に直接出向いてもらって年金セミナーの案

内をしていただいていますので、比較的スムーズに進んでいる状況でございます。 

 

 奥委員 
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  ありがとうございます。 

  

 須原委員長 

  兵庫県も阪神地区とそれ以外では違うでしょうし、京都府でも京都市、山城地区、北部、

大変多様な中で現場に応じた好取組の工夫が求められるのかなというふうに思いますし、

私の方から 1 点、外国人留学生のセミナーというところなのですが、ご説明あったかと

思うんですけども、授業で結構留学生が多いので具体的にご説明いただければと思いま

す。 

 

 事務局（城下所長） 

  私ども今回初めて外国人へのセミナーを、ちょうど今年の 1 月に実施したところでご

ざいます。京都市左京区の情報大学院大学というところで、2日間に渡って行いました。

外国人セミナーにつきましては、今後外国人が増えていく中で、制度周知をどうするのか

というのは前々から課題ではあったのですけど、中々セミナーで使用する媒体というの

がまだ準備できていないという部分もあって、それについて準備も整って、偶々うちにつ

いては 2 年目の職員で英語が堪能な職員がいたので、そこで積極的に学校の方にアピー

ルして実現になったというところです。私もその時行ったのですけども、大学側で就職セ

ミナーをやる後にさせていただけるという話があってさせていただきましたところ、沢

山の留学生の方が参加いただきまして、当初 20～30 名ぐらいかと思ったら、80 名ぐ

らい来られまして、結局私含めて 3 名で対応して大変だったのですけど、外国人の方に

は制度の細かなことを説明するというよりも、日本にこんな制度がありますというとこ

ろと、やっぱり未加入の状態で放置することで在留資格等にも影響がある可能性もある

というところを説明させていただいたところですね、殆どの学生さんの方が私たち職員

の方に向かってこられる、私も May I help you？とか言うと、わっと来るような状況で

して、そこで学生納付特例の届出を中心にさせていただいたというところです。秋入学が

多いので、1月というところがタイムリーであったのかと思いますけれども、すごく需要

はあるなというようには感じました。ただ、中々、英語が喋れる職員でかつ、何かがあっ

た時に対応できるっていうのがやっぱり難しいものがあって、今回でも学生納付特例 1

年度で 1枚のペーパーなのですけど、殆どの場合、2 年度分を 1 枚に書いてきて、書き

直しをお願いしないといけないという時でも、やっぱり英語で、英語が確実に伝わるとも

限らなくて、今回東アジア系の方が多かったんですけれど、英語も日本語も通じにくい、

そういった課題もある中で、ボディランゲージも含めながらというところで対応して、た

だ一定の雛形の様式を作ったりとか、そこである程度進んだというところで、学校側が積

極的にしていただいているところ、まだそうでないところ、私たちも広報が十分不十分と

いうところがあると思いますけど、今回のところはそこで沢山の方が学生納付特例の申

請を出して、しかもまだ年金番号が払い出されていない方も多くて、入国と同時にまだ手
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続きできていない方も一定おられたということもあって、そういったところでも成果も

ありましたし、学生さんの方も多分喜んでいただいたというところがありますので、そこ

については毎年その時期にさせてもらうという方向で進めております。こういった取組

の一つの課題もありますけど、成功例でもありますので、京都府内で共有しながらですね、

共催という形も含めて今後取り組んでいきたいと思っております。 

 

 須原委員長 

  ありがとうございます。外国籍の方々は、昔は大都市に集中していたというところもあ

りますが、今は郡部、市町でもおられるところにはおられるという印象ですので、また

色々な配慮が必要なのかなと思いました。 

  段々お時間が近づいておりますので、それでは先ほど事務局からご説明をいただいて

おりました、令和６年度地域年金展開事業取組中間報告、それから令和７年度取組方針・

事業計画（案）につきまして、委員の方々からご承認をいただきたいと思います。異議は

ございませんでしょうか。ありがとうございます。異議がないようですので、令和６年度

地域年金展開事業取組中間報告及び令和７年度取組方針・事業計画（案）を承認いただき

ました。委員の皆さま、色々な意見ご指摘等ありがとうございました。ご承認いただいた

ところで、時間もまいりましたので、本日の議事はこれで終了とさせていただきます。委

員の皆さまにおかれましては、議事進行にご協力をいただきましてありがとうございま

した。以上で事務局へお返ししたいと思います。 

 

６．閉会の挨拶 

本部 近畿地域第二部 水川運営グループ長 挨拶 

 

７．閉会 

事務局（白崎副所長） 

須原委員長におかれましては、本日の会議の進行、ありがとうございました。また、委

員の皆様方におかれましても、お忙しいところお集まりいただきまして、ご審議いただき

ましてありがとうございました。 

本日のこの会議の議事録につきましては、後日委員の皆さまの方に郵送で送らせてい

ただきますので、内容をご確認いただきまして修正部分等がございましたらご意見頂戴

しまして、議事録の作成にあたりたいと思います。 

次に本日の謝金・交通費の件でございますが、委員の皆さまにはお手元に謝金・交通費

の受領に関する申出書というのをクリアファイルに返信用封筒と共に配布させていただ

いております。これにつきましては、必要事項をご記入いただいたうえで同封しておりま

す返信用封筒にて 3 月 10 日を目途にご返信をこれにつきましてもご協力をお願いした

いと思います。 
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それでは、来年度の会議につきましては、令和８年２月頃に開催を予定させていただき

たいと考えております。日程等の調整につきましては、後日、改めてご連絡申し上げます

ので、これにつきましてもよろしくお願いいたします。 

それでは以上をもちまして、本会議を終了とさせていただきます。本日は皆さま誠にあ

りがとうございました。 


